奈良県立都市公園における無人航空機の飛行にかかるガイドライン（改正）

奈良県 県土マネジメント部
地域デザイン推進局公園緑地課
平成２８年１０月１日から、奈良県が管理する都市公園（以下、「県立都市公園」という。）において、「無人航空機」（いわゆる「ドローン」「ラジコン」等）を飛行させようとする場合は、奈良県立都市公園条例（昭和３５年奈良県条例第１１号）（以下、「都市公園条例」という。）第１０条第１項の規定による届出（以下、「届出」という。）が必要となりました。
	奈良県立都市公園条例（抜粋）

第10条　公園において航空法（昭和27年法律第231号）第2条第22項に規定する無人航空機を飛行させようとする者は、あらかじめ、その旨を知事に届け出なければならない。


1． 趣旨

「無人航空機」については、様々な分野における活用、新たな産業創出への取り組み、研究開発等、今後の活用が期待される反面、墜落による事故などの問題も起こっています。

県立都市公園は、本来誰もが自由に利用できる場所で、県立都市公園を利用するすべての方がより安全、安心、快適にご利用いただけるよう「奈良県立都市公園における無人航空機の飛行にかかるガイドライン」（以下、「ガイドライン」という。）を策定しました。
2． 適用範囲等
（1） 当ガイドラインは県立都市公園（別表のとおり）の区域内を対象とします。
（2） 「無人航空機」とは、構造上、人が乗ることができない機器であって、遠隔操作又は自動操縦により飛行させることができるものを指しますが、重量（機体本体の重量とバッテリーの重量の合計）１００ｇ未満のものについては、「無人航空機」には該当しません。

· 詳細については、航空法（昭和２７年法律第２３１号）（以下、「航空法」という。）第２条第２２項の定義に準拠します。
· 令和４年６月２０日より１００ｇ以上のすべての無人航空機の登録が義務化されます。詳しくは、無人航空機登録ポータルサイト（https://www.mlit.go.jp/koku/drone/）及び無人航空機登録ハンドブックをご確認ください。
3． 関係法令による規制について
県立都市公園の区域内においては、航空法、都市公園条例、奈良県庁舎管理規則（昭和44年規則第20号）（以下、「庁舎管理規則」という。）、奈良県立都市公園条例施行規則（昭和35年規則第15号）（以下、「都市公園条例施行規則」という。）により規制される区域、航空法で規制される飛行方法があります。
それらの区域または方法により無人航空機を飛行させようとする場合は、関係法令による許可、承認を受けていることを証明するものの提示をお願いすることがありますので、事前に所管の官公庁にて関係法令等の手続きを行ってください。

（1） 航空法について
同法においては、「飛行にあたり国土交通大臣の許可を必要とする空域」及び「飛行にあたり国土交通大臣の承認が必要な方法」が定められています。許可、承認にかかる具体的な手続きについては、国土交通省ホームページをご参照いただくか、同省にお問い合わせください。

1 飛行にあたり国土交通大臣の許可を必要とする空域

以下の空域で無人航空機を飛行させようとする場合には、安全面の措置をした上で、国土交通大臣の許可を受ける必要があります。

A) 地表又は水面から150m以上の高さの空域

B) 空港周辺の空域（県立都市公園において、該当空域はありません）
C) 緊急用務空域
· 国土交通省、防衛省、警察庁、都道府県警察又は地方公共団体の消防機関その他の関係機関の使用する航空機のうち捜索、救助その他の緊急用務を行う航空機の飛行の安全を確保する必要があるものとして国土交通大臣が指定する空域（以下、「緊急用務空域」という）。
緊急用務空域が設定された場合には下記HPに掲載されます。https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000003.html
D) 人口集中地区の上空

· 県立都市公園における人口集中地区については、総務省統計局及び独立行政法人統計センターによる「地図よる小地域分析J STAT MAP」

https://jstatmap.e-stat.go.jp/gis/nstac/
をご参照ください。大渕池公園、奈良公園、吉城園、平城宮跡歴史公園、竜田公園の全部又は一部が該当します。

2 飛行の方法
無人航空機を飛行させる場合には以下の方法によらなければなりません。また、下記（Ｅ）～（Ｊ）のルールによらず無人航空機を飛行させようとする場合には、安全面の措置をした上で国土交通大臣の承認を受ける必要があります。
A) アルコール等を摂取した状態では飛行させないこと
B) 飛行に必要な準備が整っていることを確認した後に飛行させること
C) 航空機や他の無人航空機と衝突しそうな場合には、地上に降下等させること
D) 不必要に騒音を発するなど他人に迷惑を及ぼすような方法で飛行させないこと
E) 日中（日出から日没まで）に飛行させること
F) 目視（直接肉眼による）範囲内で無人航空機とその周辺を常時監視して飛行させること

G) 第三者又は第三者の建物、第三者の車両などの物件との間に距離（30m以上）を保って飛行させること

H) 祭礼、縁日など多数の人が集まる催し場所の上空で飛行させないこと

I) 爆発物など危険物を輸送しないこと

J) 無人航空機から物を投下しないこと
3 飛行禁止空域の除外並びに不要になる許可・承認
以下については①及び②について適用されません。
・地表または水面から１５０ｍ以上の空域であっても、物件から３０ｍ以内の空域については、飛行禁止空域から除外されます。
※空港等の周辺の空域及び緊急用務空域、人口集中地区を除く
・十分な強度を有する紐等（３０ｍ以内）で係留した飛行で、飛行可能な範囲内への第三者への立入管理等の措置を行えば、一部の許可・承認が不要となります。
　　　　　　　許可承認不要：ＤＩＤにおける飛行、夜間飛行、目視外飛行、第三者から３０ｍ以内の飛行及び物件投下
許可承認必要：空港等周辺、緊急用務空域、１５０ｍ以上上空の飛行、イベント上空での飛行及び危険物輸送

	無人航空機登録ヘルプデスク（機体登録制度全般について）
※無人航空機登録ポータルサイトをご確認ください。
電    話:０５０－３１８１－８３７８
受付時間:平日 ９時から１７時まで（土日・祝・年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く）
無人航空機ヘルプデスク（飛行のルール、次期制度の概要等について）
電    話:０５０－５４４５－４４５１　
受付時間:平日 ９時から１７時まで（土日・祝・年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く）


（2） 都市公園条例第３条について
　動画、静止画の撮影機能のある無人航空機を同条例第３条第１号から第３号に掲げる用途で飛行させる場合には許可が必要です。届出の際に、許可証を提示願います。
	奈良県立都市公園条例（抜粋）

第三条　公園において次の各号に掲げる行為をしようとする者は、知事の許可を受けなければならない。許可の内容を変更しようとするときも、同様とする。

一　行商その他これに類する行為をすること。

二　業として写真又は映画を撮影すること。

三　競技会、集会、展示会、博覧会、興行その他これらに類する催しを行うこと。

２・３　略

４　知事は、第一項の許可をしたときは、許可証を交付しなければならない。

５　第一項の許可を受けた者は、公園内において同項各号に掲げる行為をするときは、許可証を携行し、当該職員の求めがあつたときは、これを提示しなければならない。


· 許可申請が必要な場合は、例えば次のようなケースが挙げられます。
・ドローン等を用いた映画、ドラマ、バラエティ番組などの撮影

（3） 庁舎管理規則第１１条について
　県の庁舎又はその構内において無人航空機を飛行させようとする場合は、庁舎管理者の許可が必要です。届出の際に、許可証を提示願います。
	奈良県庁舎管理規則（抜粋）

 第十一条　庁舎又はその構内(地方自治法(昭和二十二年法律第六十七号)第二百三十八条の四第七項の規定による許可に係る場所を除く。)において次の各号に定める行為をしてはならない。ただし、あらかじめ、行為許可申請書(第二号様式)の提出があつた場合において、庁舎管理者が相当と認めたときは、その行為を許可することができる。
一～七　略
八　航空法（昭和二十七年法律第二百三十一号）第二条第二十二項に規定する無人航空機その他これに類する物を飛行させること。


· 県立都市公園内において、「庁舎又はその構内」に該当する区域は、うだアニマルパーク振興室及び奈良公園、大和民俗公園、橿原公苑、馬見丘陵公園の公園区域内にある奈良県の出先機関（奈良公園事務所、奈良春日野国際フォーラム、民俗博物館、橿原公苑、馬見丘陵公園館）の管理事務所、その敷地及び駐車場を指します。
（4） 都市公園条例施行規則第１２条について

他の利用者の迷惑になるような利用については禁止します。具体的には、届出の際に各公園の管理事務所において確認をお願いします。
	奈良県立都市公園条例施行規則（抜粋）

(遵守事項)

第十二条　公園の利用者は、他の利用者に危害又は迷惑を及ぼす行為をしないことその他知事が定める事項を遵守しなければならない。


（5） その他の注意事項
1 なお、上記の（１）～（４）の該当の有無に関わらず、県立都市公園内において、無人航空機を飛行させようとする場合は、事前に届出が必要になります。また、関係法令に基づく許可や承認を求める際は、申請にかかる期間を考慮の上、余裕をもって行ってください。
2 公園区域以外の民間の土地における飛行はその所有者に確認をお願いします。

（例）奈良公園の区域に隣接する東大寺、興福寺、春日大社など
3 平城宮跡歴史公園の国営公園区域については、「国土交通省 近畿地方整備局 国営飛鳥歴史公園事務所 平城分室（〒630-8012 奈良県奈良市二条大路南３丁目5-1平城宮いざない館TEL：0742-36-4327　FAX：0742-36-4331）への確認が必要です。
4． 届出方法
（1） 届出書類

・無人航空機の飛行にかかる届出書（「様式」のとおり）
・関係法令の許可、承認が必要な場合はその許可、承認をあらかじめ受けていることを示すもの
（2） 提出先

・別表に記載されている管理事務所の開館時間内に余裕を持って持参または郵送により提出してください。
（3） 遵守していただきたいこと
他の利用者の安全確保のため、下記の事項について遵守してください。

1 航空法ほか、関係法令を遵守すること（法令に基づく許可、承認を事前に得ること）。
2 無人航空機の機体の登録を受けている且つ登録記号の表示等の措置を講じていること。
3 飛行させる空域が緊急用務空域に該当しないことを確認すること。
4 安全のため、原則として第三者又は物件の上を飛行させないこと。
5 荒天時（突風、豪雨など）においては直ちに飛行を中止すること。
6 飲酒によるアルコールの影響や体調不良などにより、正常に飛行させることが出来ない状況下において操縦しないこと。

7 他人が危険、不快に感じるような操縦をさせないこと（騒音、無理な急転回や急降下など）。
8 飛行による事故（人または物件への接触、機体の墜落または紛失など）が発生した場合は、直ちに管理事務所に連絡をすること。

9 県立都市公園の施設を損傷させた場合は、公園管理者の指示に従うこと。

10 未成年者が操縦を行う場合においては、常に保護者の監視下において行うこと。
11 飛行の際は、届出書の写しを常に携帯すること。

12 その他、公園管理者の指示に従うとともに、使用に際しての責任はすべて使用者が負うこと。
5． 当ガイドラインについての問い合わせ先

奈良県県土マネジメント部　地域デザイン推進局　公園緑地課（担当：総務管理係）
TEL　０７４２－２７－７５１７（直通）
6． 施行年月日
このガイドラインは平成２８年１０月１日から施行する。
このガイドラインは令和４年６月２０日から施行する。

（別表）奈良県立都市公園一覧

[image: image1.emf]公園名所在地管理事務所（届出の提出先）管理事務所の開館時間

庁舎区域人口集中区域

指定管理者 青垣協同組合グループ

TEL　0742-47-0700

奈良公園事務所

TEL　0742-22-0375

奈良春日野国際フォーラム

TEL　0742-27-2630

平城宮跡歴史公園指定管理者　平城京再生プロジェクト

（北側）TEL 0742-35-8201

平城宮跡歴史公園平城宮跡事業推進室

（南側）TEL　0742－27－7517

中和公園事務所（民俗博物館分室）

TEL　0743-53-3171

大和郡山市奈良新県営プールPFI株式会社（スイムピア奈良）平日・土9:00-22:00

川西町TEL　0743-57-2782日祝9:00-21:00

橿原公苑

TEL　0744-22-2462

うだ・アニマルパーク振興室

TEL　0745-87-2520

竜田公園管理事務所（中和公園事務所分室）

TEL　0743-51-0205

指定管理者奈良県社会福祉事業団（介護実習・普

及センター内）

TEL　0744-32-8848

広陵町中和公園事務所（馬見丘陵公園館内）

河合町TEL　0745-56-3851

馬見丘陵公園平日8:30-17:15○×

竜田公園斑鳩町平日8:30-17:15×○

県営福祉パーク田原本町平日8:30-17:15××

橿原公苑橿原市平日8:30-17:15○×

うだ・アニマルパーク宇陀市平日8:30-17:15○×

大和民俗公園大和郡山市平日8:30-17:15○×

まほろば健康パーク××

奈良市9:00-17:00×○

奈良市8:30-17:15×○

大渕池公園奈良市9:00-17:00×○

奈良公園奈良市平日8:30-17:15○○


（様式）　

無人航空機の飛行にかかる届出書

公園管理者　殿

奈良県都市公園条例第１０条第１項に基づき、無人航空機の飛行について下記の通り届け出ます。

	使用者

（団体の場合は代表者）
	住　所　〒　　　　―　　

氏　名

連絡先　　　　　　－　　　　　　　－

※飛行を行う者が未成年者の場合

（保護者氏名）

（連絡先）

	公園名
	

	使用人数
	　　　名（団体の場合のみ記入、代表者は人数に含まない）

	飛行機体数
	　　　台

	登録記号
	

	飛行場所
	別添図のとおり（別添図は各都市公園の管理事務所でご確認ください）

	飛行日時
	令和　　　年　　　月　　　日　００：００～００：００

	飛行目的
	娯楽　・　撮影　・　調査　・　取材　・　商業目的　その他（　　　　　　　　　）

	（誓約事項）
□航空法ほか、関係法令を遵守します（法令に基づく許可、承認を事前に得ています）
□飛行させる無人航空機登録簿に登録を受け、登録記号の表示等の措置を講じています。
□飛行させる空域が緊急用務空域に該当しないことを確認します。

□安全のため、原則として第三者又は物件の上を飛行させません。

□荒天時（突風、豪雨など）においては直ちに飛行を中止します。

□飲酒によるアルコールの影響や体調不良などにより、正常に飛行させることが出来ない状況下において操縦しません。

□他人が危険、不快に感じるような操縦をしません。（騒音、無理な急転回や急降下など）

□飛行による事故（人または物件への接触、機体の墜落または紛失など）が発生した場合は、直ちに管理事務所に連絡します。

□県立都市公園の施設を損傷させた場合は、公園管理者の指示に従います。

□（未成年者が使用する場合）常に保護者の監視下において使用させます。

□飛行の際は、届出書の写しを常に携帯します。

□公園管理者の指示に必ず従います。


私は無人航空機の使用にあたり、上記の利用条件を遵守するとともに、「奈良県立都市公園における無人航空機の飛行にかかるガイドライン」の内容を理解し、使用に際してすべての責任を負うことを承諾します。

　　　　　令和　　年　　月　　日
（自署）　　　　　　　　　　　　　　（未成年者の場合は保護者）






公園管理者受理印








